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高校教師の成長に関する心理学的研究
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Oshirofusami，Shimabukurotsuneo

Ｉ背景と目的 テストの結果がでるまでは，沖縄県の生徒の学力

は，復帰前に比較すると「本土」との交流の影響

や教育関係者の努力により教育環境が好転し，向

上してきたように思われていた。だが，それは一

部の生徒たちの本土国公立大学や有名私立大学へ

の進学率の増加などによるものであった。学校現

場では学力の２極化が顕著になり，進学校でない

学校で教鞭を執っている教師にとっては，生徒の

学力向上は実感として感じられなかった。

県教育委員会は2007年４月27日，県内小中高の

児童生徒の生活調査の結果を新聞に発表した。そ

れによると，沖縄県の高校生の平日に家庭で勉強

する時間は，61.9％が「ほとんどない」としてお

り，学習塾や通信教育などでの勉強も86.7％が

｢してない」と回答している。放課後は「友達と

遊ぶ」が45.6％が最も多く，次いで「部活動」

455％，「家でのんびりする」が40％と高かった。

｢勉強する」はわずか９％，学校以外ではあまり

学習しない高校生の実態が浮き彫りになった。重

複回答と思われるが，この調査では小学校，中学

校，そして高校と進むにつれ，家庭での学習する

時間が少なくなっていることがわかった。このよ

うな実態では，沖縄県の高校生の学力低下が見ら

れるのは当然の結果である。

さらに，沖縄県の高校生の中途退学率は平成１８

年度で1,042人（２２％）と依然他府県に比べ高い

状態である。その理由の一つに，不本意入学があ

る。全員入学の時代，希望していない「入れる高

校」に入学してきたやる気のない生徒の対応に高

校教師は苦慮している実態がある。その上，平成

１本研究の背景

教育界は，今大きな転換期にある。教育基本法

が改正され，教員免許更新制度や指導改善研修の

法制化などが行われている。かつて，教師は「献

身的教師像」「聖職としての教師像」が国民から

支持されていた。しかし，現在は「教師に対する

国民的不信感」が教育改革，教員制度改革につな

がったとも言われている。久富（2008）によると，

最近の教師自身の教育観を５カ国（日本・韓国・

スウェーデン・イギリス・アメリカ）調査の結果

から，どの国にも共通しているのは，気苦労は多

いし多忙で仕事量も過重であるが，生徒と接する

ことに喜びを見いだせるやりがいのある仕事だと

いっている。ところが，同時に行った教師のバー

ンアウトのスコアを５カ国で比較すると，どの国

でも40％以上の教師が危険域を超えており，教師

という仕事のハードさがうかがえる。さらに生徒

や保護者の変化の中で教師たちは，教師としての

適性に対する不安や多忙感，社会的信頼の低さに

苦しんでいる状況にある。

2007年４月24日，文部科学省は43年ぶりに全国

の小学校６年生と中学校３年生を対象に全国学力

テストを再開した。その結果沖縄県が2007年，

2008年も最下位となった。その結果を得て，沖縄

県教育委員会は学力対策に関する取り組みを始め

た。その後いろんな分野で分析や意見が出されて

きている。それでも学力に対する問題の責任は教

師に負うものが大きいのも事実である。全国学力
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者との人間関係の複雑化，教育組織の問題，教育

行政との関わりなど教師を取り囲む様々な背景が

教師のストレスに関与していることが明らかになっ

ている。

教職員の健康調査報告書（2006）によると，教

職員のストレス状態に最も強い影響を与えている

のは「教育成果の見えにくさや児童・生徒の授業

態度の変容といった教育活動をとりまく環境の変

化であることが判明した」とある。生徒と関わる

なかで感じる教師の喜びが感じられないときや生

徒の成長に寄与できた喜びを感じられないとき，

教師は教師としてのやりがいを失いストレスを感

じるのである。

鈴木ら（2000）の研究によると，中学校６年目

の教師の多くは，効力感がある反面，燃えつき感

も共に他の教師より深刻であるという結果がでて

いる。これは，精神的に消耗していても，高い自

己効力感を抱いている教師が多いということであ

り，根が深くいろいろな支援が他の教師よりも必

要であることが明らかになっている。

また，満足に授業ができない，生徒との人間関

係が築けないなど教師としての能力や適,性に欠け

る，いわゆる「問題教員」（不適格教員）が2007

年には全国で450人認定されている。2008年４月

から「指導改善研修」を受けても改善されない教

師は免職できるようになり，これも教師へのスト

レス要因となる懸念がある。

このような教育現場の「絶望的状況」を救うも

のとして尾木（2007）は，第１にあらゆる教育実

践の領域に生徒たちを直接参加させるようにして

いく。第２に児童・生徒に対しては，「指導」と

共に「共感」の視点を大切にする。第３に職員室

の同僚性を大切に育んでいくこととしている。特

に教師個人の力では無理なことでも，周りの教

師のサポートがあれば可能になるという同僚』性の

重要,性が明らかにできれば，新しい方向`性が見い

だせるのではないかと思われる。

このような厳しい状況の中で，教師の成長』性を

考えることは重要なことに思える。

18年度県立高等学校で不登校1,048人（2.17％)，

休学973人やいじめが174件，暴力行為141件（170

人）などの生徒指導上の問題が山積しているので

ある。そしてこのような中で，教育，学校のあり

方が問い直され，直接生徒に対応する教師の指導

力に，社会の批判が集まっているのである。その

結果，教師の資質管理体制は強められ，資質を向

上させるために研修が強化された。逆に，毎日の

積み重ねが大事な生徒との関係作りや継続的に営

まれる実践がうまくいかない状況ができてしまっ

た。このような中で，教師として成長するために

は，どうすべきかを考えなくてはならない。

沖縄県には未だ日本の米軍基地の75％が存在し，

基地から発生する事件による，県民の精神的な負

担は大きい。また，地場産業も少なく経済的にも

困窮している家庭が多い。そんな特異な環境の中

に，沖縄県の教師や生徒たちはいるのである。

学力向上対策をはじめ，教師に求められている

教職能力は年々高くなっている。その要求に応じ

るために教師は自己成長を求め色んな研修を受

けたり，授業の工夫を凝らすなどの努力をしてい

る。しかしながら，教育効果がなかなかあがらな

いのも実状である。そして保護者や社会全体から

学校や教師に向けられる厳しい批判がある。さら

にこれらを背景として次々と打ち出される教師

に対する管理施策の数々があり，今や悪循環とな

り教師は身も心も疲れ果てる状況下にある。

2006年度に病気で休職した全国公立の小中高校

などの教職員は，前年度より638人増えて7655人

に上る。このうち，うつ病などの精神疾患による

休職者は，６１％を占める4675人（前年度比497人

増）だった。１４年連続の増加となり歯止めがかかっ

てない精神疾患について文科省は「仕事の多』忙化，

複雑化に加え，保護者や同僚らとの人間関係など

職場環境が厳しくなっていることが背景にあり，

対策を急ぎたい」としている。沖縄県でも教職員

の病気休職者は367人で，前年度より74人増えて

おり，そのうち精神疾患による休職者は151人で

全体の約４割を占めている。

これまで，教師を対象としたメンタルヘルスや

バーンアウトに関する研究は数多くなされており，

教育問題の多様化と深刻化，教職員の校務増加に

よる多忙化，学校現場の荒廃，生徒・同僚・保護

２教師の成長についての研究

河村（2003）によると「個人の生涯発達の視点

は，人は死ぬまで発達していく存在であると考え，
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その歩みをとらえる」ということである。さらに

この場合の発達とは，単に身体の成長，機能や能

力が進歩するという外面的な向上だけではない。

人が長い人生を歩んでいくなかに，各時期に出合

う危機を一時的な混乱や葛藤を経て，自分なりに

問題を乗り越えて，新しい生き方を生み出してい

くプロセスも発達と捉えることができるといって

いるのである。

そこで，このような生涯発達心理学の視点も踏

まえ教師の仕事を通して，「教師の成長」を考え

てみたいと思う。

教師はその教育実践の中で，自らの成長を意識

して考えることは少ない。何か問題が生じた場合

それが解決でき以前と比較してうまく処理でき

た自身に対して成長したと感じるものである。今

まで，沖縄県の高校教師の成長について研究した

ものはほとんどない。そこで，高校教師の成長や

態度がどのようになっているのか実態を調べたい

と思う。

現在わが国の学校教育は激しい変革の時期を迎

えている。その中にあって，教師は「自分自身で

あるとはどういうことか」を絶えず問うている。

そして，この教師の内面における問いを欠いては

教師の成長はないと藤岡寛治（1998）はいってい

る。また，浅田（1998）は，「教師であること」

について，２つの相があることを指摘している。

一つは授業を計画し実施し評価する役割をもつ存

在である。すなわち，教えるというレベルでの教

師の能力を持っていることが教師であることを意

味するのである。もう一つの相は，教師と生徒と

のかかわりにおける教師としての存在である。す

なわち，学校教育の目標が知識理解の重視から生

徒の自己概念の確立や自己理解の重視へと大きく

シフトしてきており，生徒にとって「人間として

の教師」は「重要な他者」であり，生徒は自己の

なかに教師を反映し，教師も自己のなかに生徒を

映しながら相互に成長することであるといってい

る。

山崎（2000）は，「教師は，教師としての力量

はいかなる場で，いかなることを契機として，い

かなる具体的内容のものとして，形成していくの

だろうか？」ということで教師のライフコース研

究を行っている。それは，一人一人の教師の聞き

取りを中心に長いスパンで教師を捉えた研究で，

個人を中心に据えていること，人間の発達に注目

していること，個人の意識を同時代`性としての

｢コーホート」でまとめて観察していること，歴

史的事件のインパクトを重視している。しかし，

今回は個人の聞き取りではなく，アンケートを通

して教師集団の特徴を見ていきたいと思う。

教師自身の成長や態度がどのようになっている

のかを確かめ，それが教育効果にどのように影響

しているかを吟味するために，原岡（1989）は，

教師の自己成長尺度を作成した。それによって，

教師の成長に焦点を当て，その次元と構成を探っ

ている。中学校教師への調査によると，教師の成

長に関する３つの因子，すなわち，第１因子「子

どもとの接触と幅広い人間的成長｣，第Ⅱ因子

｢同僚・先輩・職場の雰囲気による成長｣，第Ⅲ因

子「学習指導・学級経営力の向上」を見出した。

その結果を，一般に教師は，第１因子の成長度は

高いが，第Ⅱ因子は中間で，第Ⅲ因子の成長度は

低かったと述べており。さらに教師の成長は，

教師の役割意識などその個人の主体的態度に影響

される主要な部分と，客観的経験年数などにより

形成される学級経営技術などの部分があるものと

考え，単に教育経験を積むだけでは教師の成長は

得られないことを示していた。

浅田（1998）は，これからの教師の役割を，教

師による整理・分類された知識・技能を徐々に教

え込むという，教師から学習者への単方向な働き

かけをする役割ではなく，学習者が自分の動機に

よって学習を進め，教師は学習者の促進者（ファ

シリテーター）として活動するという役割が求め

られるのである。そのような学習においては，成

長する生徒とともに教師自身も成長することが求

められ，知識・技術を伝達するという教授する役

割（いわゆる「教え屋｣）から「教師であること」

へと変化をしなければならないと指摘している。

本研究は，教師の役割については言及しないが，

教師自身の成長や態度について，原岡の教師成長

尺度を使って検討したいと考えている。

３研究目的

教師と生徒の相互作用が教育効果に大きな影響

力を持つと言われている。その相互作用に大きな
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Ⅲ研究結果と考察影響力を持つのが教師の力だと思われる。この教

師の影響力は日々の教育実践を通して得られる教

師の自己成長に基礎をおいていると考えられる。

そこで，本研究は沖縄県の高校教師の自己成長

がどのような内容になっているのかを検討するこ

とである。今後さらにその自己成長に生徒の学習

過程への理解や教師の授業理解がどのように関わっ

ているか吟味していく。

ここでは，沖縄県の高校教師の自己成長がどの

ような内容になっているのか，またどのような構

造をなしているのか検討することでその特徴を明

らかにする。またその規定因としての性差，年代

差，教科別の違いを検討しながら教師の成長性の

特徴を考察する。

１教師成長尺度の因子分析

原岡（1989）の作成した「教師成長尺度」４８項

目の質問項目の反応から，それがどのような内容

と構造をもっているかを確かめるため，原岡と同

様に主因子法による因子分析を行った。その結果，

固有値100以上の因子が４個抽出された。そこで

４因子についてバリマックス回転を実施した後の

結果をTable2に示した。４因子によって，全分

散の446％が説明されている。

第１因子に因子負荷量の高い項目順に，「納得

いく教科指導ができるようになってきた」「自分

の指導の効果が生徒に見られるようになった」

｢自分なりの学級経営ができるようになってきた」

などの15項目からなっている。教科指導・学級経

営などの教育指導における自信が自己成長につな

がるという項目がまとまっているので，これを

｢教育指導への自信と成長」と命名した。第Ⅱ因

子は「みんなが協力して良い教育をしようと努め

るので，自分も努力するようになった」「職場に

協力の雰囲気があるので，学校のいろんな仕事が

こなせるようになった」「他の先生が仕事に積極

的に取り組むので，自分も積極的な心構えができ

てきた」などの10項目からなっている。同僚・先

輩・職場の雰囲気・生徒とのコミュニケーション

において自己成長していくと答えている項目がま

とまっているので，「対人関係による成長」と命

名した。第Ⅲ因子は「努力しても，学級経営がう

まくいかない」「職場に，－人ひとりの自主,性を

尊重する雰囲気がないのでやる気がしない」「学

校の雰囲気が自分に合わないので，やる気をなく

すことがある」などの６項目からなっている。失

敗や反省をくり返しながら，実践に努力すること

Ⅱ研究方法

１調査尺度教師成長尺度（原岡，1989）の教

師の自己成長に関する意識と実態調査に使用され

た質問項目95項目のうち，４８項目を使用する。各

項目について「l：そう思わない」「２：少しは

そう思う」「３：そう思う」「４：とてもそう思う」

の４段階の選択法で回答してもらった。

その他：「デモグラフィック要因」①性別②年

代（20代，３０代，４０代，５０代の４件法）③経験年

数（５年未満，５年以上～10年未満，１０年以上～

１５年未満，15年以上～20年未満，２０年以上～25年

未満，２５年以上の６件法）④教科（文系，理系，

その他の３件法）に回答を求めた。「虚偽尺度」

２項目を含む。

２調査対象者と実施

調査対象者：沖縄県内の県立高校教諭計210名

その内訳はTablelの通りである。

Tablel被調査者の性別・経験年数別分布

５年未満５～10年１０～15年１５～20年２０～25年２５年以上

２３（１１０）２０（９５）１７（８１）１４（６７）９（４３）1２（５７）９５（４５２）

３０（１４３）２４（１１４）１５（７１）１９（９０）８（３８）１９（９０）１１５（５４８）

５３（２５２）４４（２１０）３２（１５２）３３（１５７）１７（８１）３１（１４８）２１０（100）

（）内は％

調査期間：2008年２～３月

－１８６－

経験年数

５年未満 ５～10年 １０～15年 15～20年 20～25年 25年以上
合計

男,性

女」性

2３（11.0）

3０（14.3）

2０（９５）

2４（114）

1７（8.1）

1５（7.1）

１４（６７）

1９（9.0）

９（4.3）

８（３８）

1２（5.7）

1９（９０）

9５（45.2）

115（548）

計 5３（252） 4４（210） 3２（152） 3３（15.7） 1７（8.1） 3１（148） 210（100）
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が自己成長につながるという項目がまとまってい

るので「教育指導への悩み」と命名した。さらに，

第Ⅳ因子は「教育のことだけでなく，幅広い人間

になるよう努めている」「できるだけ幅広い分野

へ興味や関心をもつよう努めている」「一般社会

の領域にも関心や問題意識をもつようになった」

などの４項目からなっている。社会や幅広い分野

に目を向けることで問題意識が広まり，自己成長

につながるという項目がまとまっているので，

｢幅広い人間としての成長」と命名した。

Table２教師成長尺度の因子分析結果（バリマックス回転後の因子負荷量）

項目番号 因子Ｉ因子Ⅱ因子Ⅲ因子Ⅳ共通性

sl3納得いく教科指導ができるようになってきた。

ｓ4自分の指導の効果が生徒に見られるようになった。

slO自分なりの学級経営ができるようになってきた。

sl5目的に応じ適切な指導法を用いることができるようになってきた。

ｓ22授業を通して，その生徒に応じた何かを教えられるようになった。

ｓ7自分の指導に対し,生徒が手ごたえある反応をするようになってきた。

sl9生徒の理解力に応じ,自然に指導法を変えることができるようになった。

ｓl何とか思いどおりの授業ができるようになった。

ｓ8生徒たちの反応から指導の仕方や関わり方が次第にわかってきた。

ｓ25新しい社会の流れをとらえて,適切な指導ができるようになった。

sl7押し付けたり脅したりしないで,生徒を指導していける自信がついた。

ｓ44経験を積むことで,学級経営のやり方が上手になった。

sl2自分で目標をたて，常に実践に向けて努力している。

ｓ33家庭での生徒たちの生活についても理解できるようになった。

ｓ24研修会に参加することによって,生徒への接し方や指導法が向上した。

＿s26みんなが協力して良い教育をしようと努めるので,自分も努力する
ようになった。

ｓ29職場に協力の雰囲気があるので,学校のいろいろな仕事がこなせる
ようになった。

s37他の先生が仕事に積極的に取り組むので,自分も積極的な心構えが
できてきた。

s27いろんな先生の指導法を見ることによって自分の指導法が向上した。

s35他の先生方との日頃の接触により自分の成長が促された。

ｓ41先輩の先生からいろいろ教えられ,多くのことを学ぶことができた。

s47どんな先生とも気軽に話せる雰囲気があるので,みんなと協調して
やっていける。

ｓ28いろいろな生徒に出会うことで生徒の多様性がわかってきた。

‐ｓ39自分の行動や生活態度などいつも反省するように努めている。

ｓ31生徒と共に悩み,喜び,励まし合っていくことが自分にとって大切
なことがわかった。

ｓ40努力しても,学級経営はなかなかうまくいかない。

ｓ21職場に,－人ひとりの自主性を尊重する雰囲気がないのでやる気が
しない。

ｓ6学校の雰囲気が自分に合わないので,やる気をなくすことがある。

ｓ9努力してもなかなか成長できず悩んでいる。

sll生徒の生活の中へ入っていけばいくほど,指導の在り方がわからな
くなる。

s36先生方の考えがみんなばらばらなので,教育効果が上がらない。

sl8教育のことだけでなく,幅広い人間になるよう努めている。

sl4できるだけ幅広い分野へ興味や関心をもつよう努めている。

ｓ23一般社会の領域にも関心や問題意識をもつようになった。

ｓ20教育以外の分野にも,幅広い視野をもつことが大切だと感じる。
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と命名し，第Ⅳ因子は，９項目からなっていて

｢教育指導への悩み」と命名している。この研究

と比較すると，同じ様に４因子が出てきたことと，

第Ⅱ因子に同僚・先輩・職場の雰囲気に加えて生

徒との関係からも成長するという項目が入ってい

て，今回は第Ⅱ因子を「対人関係による成長」と

した。高校生は，小・中学生よりも成長している

ので，高校生からも高校教師は得るものが大きく

それが教師の自己成長につながっていると考えて

いる人が多いと思われる。第Ⅲ因子と第Ⅳ因子が

高校教師の調査では逆になっている。ここで考え

られるのは，小・中学校教師よりも高校教師の悩

みが複雑化し，深いのではないかと思われる。

以上のことから，教師成長尺度は，「教育指導

への自信と成長」「対人関係による成長」「教育指

導への悩み」「幅広い人間としての成長」の４因

子構造であろうと考えられる。

原岡（1989）の中学校教師119名（男子77名，

女子42名）の「自己成長に関する研究」では，３

つの因子が抽出されて，第１因子は26項目からなっ

ていて，これを「生徒との接触と幅広い人間的成

長」と命名し，第Ⅱ因子は，２１項目からなってい

て「同僚・先輩・職場の雰囲気による成長」と命

名し，第Ⅲ因子は，１２項目からなっていて「学習

指導・学級経営力の向上」と命名している。それ

と比較すると，第１因子に「教育指導への自信と

成長」がでるということは，高校教師は，中学校

教師よりも自分の専門教科の指導がうまくいくこ

とが自己成長につながると思っている人が多いと

いうことがわかる。第Ⅲ因子に「教育指導への悩

み」がでたことは，高校教師は，以前の専門教科

指導中心の教育指導が，現在は，生徒の多様化に

より生活指導・進路指導・カウンセリングなどい

ろんな教育指導のスキルを必要としており，中学

校教師よりも「悩み」が複雑になっていると考え

られる。

原岡（1990）の小・中学校教師の「教師の成長

と役割意識に関する研究」では，４つの因子が抽

出された。第１因子は25項目からなっていて，こ

れを「教育指導への自信と成長」と命名し，第Ⅱ

因子は17項目からなっていて，「同僚・先輩・職

場の雰囲気による成長」と命名し，第Ⅲ因子は１０

項目からなっていて，「幅広い人間としての成長」

２教師成長尺度の信頼性の検討

教師成長尺度の信頼係数を検討するために

Cronbachのα係数を算出した。「教育指導への自

信と成長」は，α-91,「対人関係による成長」

はα－８６，「教育指導への1悩み」は，α-78,

｢幅広い人間としての成長」は，α-80であった。

従って，教師成長尺度は高い信頼性を持っている

と考えられる。

３教師成長尺度の各因子尺度の性別・年代別・

経験年数別・教科別の比較

教師の自己成長に関する４つの尺度は，性別間

で違いがあるかどうか検討してみる。

Table3から，第１因子，第Ⅱ因子，第Ⅳ因子

には性差はみられないが，第Ⅲ因子，すなわち，

｢教育指導への｣悩み」については，男'性の方が高

Table３性別で教師成長尺度の平均得点の比較

性 平均値標準偏差Ｎ Ｆ Ｐ

性
性

男
女自信 7.428

6.943

,338ｎs．９１

１０６

33.782

33.028

対人関係男’性

女性

26.144

27.350

4.581

4.669

､757ｎs．９１

１１０

男性

女性

`脳み 11.725＊*＊９１

１１１

8.838

8.320

3.681

2.407

人間`性 男性

女』性

1961

2.056

､582ｎs．９３

１１４

10.610

10.649

↑ｐ＜１＊p＜､0５＊*p＜､０１＊**p＜､001

－１８８－
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いことがわかった。男性は女性よりも社会的責任

感が強く，悩みも多いと思われる。

次に，年代によって教師の成長に違いがあるの

かどうかを検討してみる。

Table4からわかるように第１因子すなわち，

｢教育指導への自信と成長」において違いがみら

れた。２０代，３０代，４０代，５０代と年齢を重ねてい

くことによって教育指導への自信が高くなること

がわかった。高校教師は年齢を重ねるにしたがっ

て，専門の教科指導が深まり，学級経営において

も自分なりのスタイルができて自信を持つように

なり，それが自己成長につながると考えていると

思われる。さらに第Ⅱ因子すなわち，「対人関係

による成長」においても違いがみられた。それに

よると，５０代が１番低く，２０代が高いことがわかっ

た。２０代が同僚・先輩・生徒とのコミュニケーショ

ンを必要としていることがわかる。５０代は，教育

観が完成しており，他からの助言を必要としてい

ない。また，一方ではＩＴ化が進む教育現場にお

いてパソコンの上手な若い教師との間に違和感を

感じ，コミュニケーションがうまくいってない側

面もみられる。また，評価制によって自由にもの

が言えなくなった職場への虚しさを感じているの

ではないかと思われる。

次に，経験年数によってどのような違いがある

かを検討してみる。

Table5からわかるようにここでも，第１因

子「教育指導への自信と成長」において違いがみ

られた。５年未満の教師が「教育指導における自

信」が低く，２０年以上25年未満の教師が「教育指

導への自信」が高くなっている。また，２５年以上

の教師が，２０年以上25年未満の教師より自信を低

下させているのがわかる。５年未満の教師の教育

指導の自信が低いのは経験が少ないからであろう

と思われる。２０年以上25年未満が教育指導におけ

る自信が一番高いのは，教師としてのやりがい感

を感じ充実し，脂が乗っている時期なのではない

だろうか。２５年以上教師をしていると，徐々に体

力的にも衰えを感じまた，教育環境の変化に伴い

教育指導にも少し自信を低下させているものと思

われる。

次は，教科によってどのような違いがあるのか

を検討してみる。

Table6からわかるように，有意な差はみられ

なかった。これは，文系・理系・その他というあ

まりにも大まかな分け方によるものだと思われる。

Table４年代別の教師成長尺度の平均得点の比較

度数平均値標準偏差Ｆ 多重比較Ｐ

自信 １２０代

２３０代

３４０代

４５０代

９
３
２
３

３
８
４
３

30154

33.426

34800

35.248

7.284

7.342

6.887

5.774

4１２６＊＊１＜２＜３＜４

対人関係 １２０代

２３０代

３４０代

４５０代

９
５
２
５

３
８
４
３

28.292

26.753

26.771

25.309

4.011

4.702

5125

4.296

2.596 ↑１＞４

`悩み １２０代

２３０代

３４０代

４５０代

９
５
３
５

３
８
４
３

8.846

8.185

9.169

8.364

2.533

3.051

3.682

2.670

１１６３ｎ.s、

人間性 １２０代

２３０代

３４０代

４５０代

１
５
４
７

４
８
４
３

10.616

10647

10.591

10.662

2.177

2.032

2018

1.823

■

（一［】●

ｎ

『・‐‐〈

己・‐‐（

（、ｕ叩）●

↑ｐ＜､１＊p＜,0５＊*p＜,０１＊**p＜,001

－１８９－
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経験年数別の教師成長尺度の平均得点の比較TａｂＩｅ５

度数 平均値 標準偏差 多重比較Ｆ Ｐ

自信 ５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～15年未満

15年以上～20年未満

20年以上～25年未満

25年以上

１
３
１
３
４
５

５
４
３
３
１
２

30.075

34478

33.637

34.170

36.029

35.363

7.274

6.848

6.279

8.139

5.601

6.129

１
２
３
４
５
６

*＊ｌ＜３＜４

＜２＜６＜５

3.429

対人関係 ５年未満

５年以上～１０年未満

10年以上～15年未満

15年以上～20年未満

20年以上～25年未満

25年以上

１
２
３
４
５
６

１
４
２
３
４
７

５
４
３
３
１
２

27.090

27241

27.072

26.252

27.807

25.389

4214

5.211

3.477

5.624

4.980

4.294

856 ｎ.ｓ

'脳み ５年未満

５年以上～１０年未満

10年以上～15年未満

15年以上～20年未満

20年以上～25年未満

25年以上

8.618

8.528

8.680

8.588

8.054

8.537

１
２
３
４
５
６

１
４
２
４
４
７

５
４
３
３
１
２

2.721

3.671

3.580

2.797

2.525

2.613

090 ｎ.ｓ

人間性 ５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～15年未満

１５年以上～20年未満

20年以上～25年未満

25年以上

10.396

10.830

10.766

10.390

10.883

10.767

１
２
３
４
５
６

３
４
２
４
５
９

５
４
３
３
１
２

2.122

1.896

2.136

2.190

1.581

1881

426 ｎ.ｓ

↑ｐ＜､ｌ＊p＜､0５ **p＜０１ ***p＜,001

教科別の教師成長尺度の平均得点の比較Table６

度数 平均値 標準偏差 Ｆ Ｐ

自信 文系

理系

その他

101 33.493 7.443

6６

３０

33.149 7.065 049 ｎ.ｓ

33.482 6.607

対人関係 文系

理系

その他

106 26.475 ４４９９

6５

３０

26.671 5.056 1.765 ｎ.ｓ

28.257 4.152

'悩み 文系

理系

その他

3.186105 8.698

3.118 8606７

３０

8.627 ｎ.ｓ

7.883 2.327

人間性 文系

理系

その他

1.903109 10.835

2.078 2.2636８

３０

10.210 ｎ.ｓ

2.14110.850

↑ｐ＜､１＊p＜､0５ **p＜､0１ …p＜､001
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４まとめと考察

教育活動に携わっている高校教師自身の成長や

態度がどのようになっているのかを確かめるため

に原岡（1989）の作成した教師成長尺度を利用

して，教師の成長の次元と構成を調べてみた。そ

の結果を因子分析法を用いて分析し，教師の成長

に関する４つの因子，すなわち，第１因子「教育

指導への自信と成長｣，第Ⅱ因子「対人関係によ

る成長｣，第Ⅲ因子「教育指導への`悩み｣，第Ⅳ因

子「幅広い人間としての成長」を見出し，さらに

それぞれの因子を測定する４つの尺度はかなりの

信頼`性と妥当性を構成しているとわかった。

それらの次元における違いが，性，年代，経験

年数，教科などでどのようになっているかを検討

した。

性別は，男性教師が女`性教師より，「教育指導

への悩み」が深く，悩みを克服することによって

成長すると考えている。

年代別は２０代，３０代，４０代，５０代と年齢を重

ねることによって，「教育指導への自信」がつき

自分自身の成長を認識していることがわかる。ま

た，「対人関係」によって成長すると思っている

のは，２０代が一番高くて，５０代は低い。これは，

50代の現在の状況ではないだろうか。若いときは，

同僚・先輩・職場の雰囲気で成長してきたと思わ

れるが，現在の教育現場では，その関係が薄れて

いると50代は感じているのではないだろうか。

経験年数別は，「教育指導への自信」が５年未

満が低い。それは教育実践の不足によるものであ

る。教育指導への自信が一番高いのは20年以上２５

年未満の教師である。教育経験・体力・意欲も高

い時期ではないかと考えられる。２５年以上の教師

は少し体力や生徒とのギャップを感じ，教育指導

への自信を少し低下させているのではないかと思

われる。

教科別は，文系・理系・その他で大まかに分け

てあるので，あまり差がでていないと思われる。

なっているかを検討することを目的とした。

方法「教師成長尺度」４８項目その他・デ

モグラフィック要因４項目虚偽尺度２項目から

構成された質問用紙を用いて行った。対象は沖縄

県内の県立高校教諭210名（男子95名，女子115名）

であった。

結果教育活動に携わっている沖縄県の高校

教師自身の成長や態度がどのようになっているの

かを検討する。そのために，原岡（1989）の作成

した教師成長尺度を利用して，教師の成長の次元

と構成を調べてみた。その結果を因子分析法を用

いて分析し，教師の成長に関する４つの因子，す

なわち，第１因子「教育指導への自信と成長｣，

第Ⅱ因子「対人関係による成長｣，第Ⅲ因子「教

育指導への悩み｣，第Ⅳ因子「幅広い人間として

の成長」を見出し，さらに，それぞれの因子を測

定する４つの尺度はかなりの信頼'性と妥当性を構

成しているとわかった。

それらの次元における違いが，’性，年代，経験

年数，教科などでどのようになっているかを確か

めた。

性別は，男`性教師が女性教師より，「教育指導

への悩み」が深く，悩みを克服することによって

成長すると考えている。

年代別は２０代，３０代，４０代，５０代と年齢を重

ねることによって，「教育指導への自信」がつく

ことによって，自身の成長を感じていることがわ

かる。また，「対人関係」によって成長すると思っ

ている教師は，２０代が一番高くて，５０代は低い。

20代が同僚・先輩・生徒とのコミュニケーション

を必要としていることがわかる。５０代は現在の状

況ではないだろうか。若いときは，同僚・先輩・

職場の雰囲気で成長してきたと思われるが，現在

の教育現場では，その関係が薄れていると50代は

感じているのではないだろうか。

経験年数別は，「教育指導への自信」が５年未

満が低い，それは教育実践の不足によるものであ

ると思われる。また，「教育指導への自信」が一

番高いのは20年以上25年未満の教師である。教育

経験・体力・意欲も高い時期ではないだろうかと

思われる。２５年以上の教師は少し体力や生徒との

ギャップを感じることが，教育指導への自信を少

し低下させているのではないだろうかと思われる。

Ⅳ要約と全体的考察及び展望と課題

１要約

目的本研究は，沖縄県の高校教師の成長が

どのような内容になっており，どのような構造に
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教科別は，文系・理系・その他で大まかに分け

てあるので，有意な差がない。

教師は，経験年数25年以上のベテラン教師，次

に５年以上１０年未満，５年未満，一番低いのは１５

年以上20年未満の経験をもつ教師である。１５年以

上20年未満といえば先ほどの40代に相当し，同じ

ような結果がでている。

教科別の有意差は特にない。しかし，Ｐ＜，１

でみるとその他の教科の教師が，勉強のできる生

徒の原因が分かりづらいと感じている。それは，

知識などを問う教科でなく，感』性や運動能力など

を指導する教科であるからと思われる。

大事にし，職場などの人間関係において信頼関係

を築き，教師自身が人間的成長を図るために努力

することが教師成長につながることを示唆してい

る。

教師の成長が高まることによって，さらに生徒

の成長・発達も促されるのではないかと予測され

る。今後教師の成長と生徒の学習過程の理解，教

育実践のあり方との関係の検討が望まれる。
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秋田喜代美（1998)．成長する教師浅田匡（編

著）金子書房ｐｐ７４－８８
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する教師金子書房
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学習（意欲・原因帰属）の予測・認識に関する

２全体的考察

これらの結果から以下のような結論が得られた。

沖縄県の高校教師が自己の成長をどのように考

えているかを調査すると，教育指導への自信が成

長へつながると感じている教師が一番多い。次に，

同僚・先輩・職場の雰囲気・生徒などの対人関係

による成長，教育指導への悩み，幅広い人間とし

ての成長が教師の成長につながると感じていると

いう結果がでた。

さらに男性教師が女'性教師よりも教育指導へ

の‘悩みを抱えており，年齢を重ねることによって，

教育指導への自信がつくことがわかる。しかし，

50代は，若いときに，同僚・先輩・職場の雰囲気

などの対人関係で成長してきたと思われるが，現

在の教育現場では，その関係が薄れていると感じ

ているのではないかと思われる。経験年数は，教

育指導への自信は５年未満が低く，一番高いのは

20年以上25年未満の教師である。それは教育実践

の経験の差によるものだと思われる。２５年以上の

教師は少し体力の低下や多様化する生徒や父兄へ

のギャップを感じて，教育指導への自信を少しそ

がれていると思われる。

３展望と課題

これらの研究の結果からわかったことは，教師

が成長していくには，教育指導への自信をつける

こと。同僚・先輩・職場の雰囲気・生徒などの対

人関係を通して成長すること。幅広い人間として

の成長が教師としての成長へとつながっているこ

となのである。これは，教師が日々の教育実践を
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